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その結果、Rpn10cに特異的に結合する UBLタンパク質の Scytheを同定した。さらに著者は、in vivoに
おいて Scythe が Rpn10c 特異的に 26S プロテアソームと相互作用することを証明した。また著者は、
Rpn10c と Scythe の両遺伝子の欠失変異体を作製し、COS7 細胞に強制発現させて共沈降実験を行い、両
タンパク質の相互作用ドメインを明らかにした。即ち、Scytheは Rpn10cの C末端領域の 10c-boxに結合
し、Rpn10cは Scytheの N末端領域にある既知の UBLドメインに加え、さらにそれに続く領域にもみられ
る UBL ドメインにも結合することを著者は見出した。第２章の最後に著者は、アフリカツメガエル胚に














密な実験を重ね、Rpn10c アイソフォーム特異的なユビキチン様タンパク質 Scythe の同定に成功した成
果は、生化学、細胞学、発生学などの観点から極めて価値が高い。さらに、脊椎動物の胚発生の正常な進
行に必要なプロテアソームの基質認識の新たな分子機構の一翼を、Rpn10の選択的スプライシングが担っ
ているのを示したことは学術的に大変に興味深い発見である。さらに進化発生学の観点から、生物種と
Rpn10の選択的スプライシングの多様性の関係を見出した本研究成果は特筆に値する。 
 平成３０年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
